
レイカディア大学彦根キャンパス

サポートの会　第１０期

　地域活動プロジェクト　リーダー北川玉恵

　地域活動プロジェクト　アンケート委員会

１．目的

　レイカディア大学は、高齢者の社会参加の意欲の高まりに応え、新しい知識・教養と技術を

身に付け、地域社会の担い手として活躍できるよう支援している場です。

　現在、多くのレイカディア大学卒業生が各方面で活躍され、有意義な生活を送っています。

この調査は、レイカディア大学卒業生の活動実態把握と大学の存在意義を明らかにするため、

また在学生の今後の活動指標とするため昨年に続き実施します。

２．今回の調査方法

・ アンケート調査対象者：レイカディア大学米原校　40期・41期・42期全学科卒業生全員

・ 調査の対象となる期間：令和3年10月（42期は令和4年4月）から令和4年9月までの活動

・ 調査の提出期限　　　：令和4年9月28日調査票発送（ＨＰアップ）～10月20日締切

・ 調査の提出方法　　　：メールを主体としますが、封書での返信も可（手書きでＯＫ）

３．活動調査票の提出状況と活動状況について

(1)３期・全学科の提出状況と活動状況　　・・・表①参照

・ アンケートの対象127名に対し120名の提出があり、提出率は94%となりました。提出者の内

111名（93％）と多くの卒業生が地域で活動を行っています。

・ 111名の活動は合計7,581回、16,752時間となり、１人当たりの活動回数は68回、活動時間

は151時間と多くの方が活動されています。平均すると5.4日毎に2.2時間の活動です。

表① ３期全学科のまとめ表 （単位：人、％、回、時間）

園芸 北近江 健康 40期 41期 42期

対象者 a 70 27 30 54 40 33 127

活動報告者 b 64 22 25 47 32 32 111

未活動報告者 ｃ 4 3 2 5 3 1 9

連絡なし ｄ 2 2 3 2 5 0 7

提出率 (b+c)/a 97% 93% 90% 96% 88% 100% 94%

活動者割合（報告ﾍﾞｰｽ) b/(b+c) 94% 88% 93% 90% 91% 97% 93%

活動回数 e 4,895 1,245 1,441 3,050 2,924 1,607 7,581

１人当り年間活動回数 e/b 76 57 58 65 91 50 68

年間活動時間 f 10,330 3,375 3,047 6,643 6,419 3,690 16,752

１人当り年間活動時間 f/b 161 153 122 141 201 115 151

卒業生の地域貢献活動の状況について

～第２回　アンケート調査のまとめ～

学科　計 期別　計
合計
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４．卒業生の地域貢献活動の状況について

(1)入学前と比べて今の取組み状況は？　・・・グラフ①②参照

・ 入学前から74%（タイプ②③④の計）の方が活動されており、元々取組みの意識は高い。

・ また、地域活動体験学習を契機にタイプ①ゼロから増えた16%が加わり計90%が活動中です。

・ 今後のアフターコロナでタイプ⑥コロナ禍で活動休止中の4%の方々を加えると、更に94%の

方の活動が期待されます。この数字は昨年の93%とほぼ同じだが、昨年より⑥の割合（昨年

11%→4%）が大きく減少している。

 グラフ①　活動のタイプ（構成比） グラフ②　期別活動のタイプ（人）

(2)地域貢献活動の取組み内容は？　・・・グラフ③参照

・ 環境保全が20%、福祉17%、地域安全13%、ベスト３の区分で50%の過半となりサポートの会

11%を加えると４区分で61%を占める。

・ その他の内訳は、人権啓発活動、ボーイスカウトの運営支援等の指導、押し花サークルで

のクラフト指導など活動は多岐にわたる。

・ 活動区分６の国際交流は実績がない。

 グラフ③　地域貢献活動の１２分野別の状況（取組み内容、時間、構成比）

(3)学科別の活動内容の特徴はどうですか？　・・・グラフ④参照

・ 各学科の状況は、園芸は環境保全24%、北近江は子育て支援27%、健康は地域安全24%に多

くの方が活動されていて昨年とほぼ同じ傾向でした。

 グラフ④　学科別の１２分野別の状況（構成比）
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(4)１２分野別の活動時間と人員の状況は？　・・・グラフ⑤参照

・ 活動人数は多い順に、環境保全に73人、サポートの会に66人、福祉に42人となる。

・ 地域安全（通学見守り）は21人で計2,116時間（101時間／１人当）、子育て支援が15人で

計1,554時間（104時間／１人当）。少人数だが日数が多く、活動時間は100時間超と多い。

(5)期別・全学科の時間・人員集計　・・・表②参照

・ 前記（３）で記載の学科別特徴に対して、福祉や環境保全の活動は、学科の特徴よりは学科を問わ

ず活動されています。

・ 参考調査：有償活動事例は、園芸シルバー登録、営農組合活動やコロナワクチン受付等あり。

表②期別・全学科の時間・人員集計表 （単位：時間、人）

(6)コロナ禍の影響は？　～活動分野別の状況　・・・グラフ⑥参照

・ 活動中の16,752時間に対し、コロナ禍での活動休止報告は445時間で全体比2.6%の影響で、

昨年の7.4%より大幅に減少していた。

・ 対面活動の影響がある福祉関係が8%、子育て支援3%などあるものの影響は全体的に少ない。
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休止率

活動時間 活動人員

休止率活動・休止時間

時間 人員 時間 人員 時間 人員 時間 人員 時間 人員 時間 人員 時間 人員 時間 人員 時間 人員

1 子育て支援 9 1 204 3 31 2 720 3 66 2 524 4

2 福　祉 249 7 387 8 77 4 894 5 240 4 258 2 711 7 28 5

環境 3 環境保全 487 19 492 7 152 5 1055 15 28 2 980 19 98 6

4 街　作り 901 3 90 1 30 1 65 1 16 1

5 地域安全 149 4 30 2 735 5 1108 6 94 3 1

6 国際交流

7 伝統文化 96 4 262 6 54 3 194 4 1 260 2

8 観　光 55 2 304 3 94 4 62 1 200 1

9 スポーツ指導 150 1 210 3 36 1 48 1

サポートの会 10 サポートの会 491 13 187 7 157 6 477 13 132 5 106 3 233 11 100 8

自治会 11 自治会活動 167 6 20 1 12 4 351 5 28 2 112 5 214 4

その他 12 その他 357 5 217 5 122 1 80 1 1 50 1 156 6 50 1

合　計 3111 65 2193 43 1339 29 4559 59 1182 17 678 10 2660 56 0 0 1030 30

参考 99 160 1 341 2 150 48 1 60 1 5 1
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５．今回の提出状況について

(1)今回の提出状況と今後の連絡方法　・・・グラフ⑦⑧参照

・ 今回の調査では、ＨＰからファイルをダウンロードし、記入後ファイルを添付しての送信

を48%の方に対応いただきました。集計へのご協力に有難く感謝申し上げます。

・ 今後の連絡対応では受信のみ可との対応報告は、更に24%多く、今後の連絡は72%の方が

メール受信が可能の回答。

(2)ホームページの閲覧状況　・・・グラフ⑨参照

・ ＨＰの閲覧は毎週が13%、毎月が13%で計26%、2～3ヵ月数回の34%を加えると、60%はHPでの

　　閲覧が可との報告となり、昨年より10%ほど閲覧者が減少している。

 グラフ⑨　ＨＰの閲覧状況（人、％）      グラフ⑩　学科別ＨＰの閲覧状況（人）

６．後記　まとめ

　昨年に続き、今回は40期・41期・42期の卒業生の皆様を対象に地域貢献活動調査を行いまし

たところ、多くの方から回答をいただきました。ご協力に心から感謝申し上げます。

　この調査は地域活動プロジェクトメンバーの中で、アンケート委員を選出させていただき、

入力・集計作業にご尽力いただきました。本当にありがとうございました。

　アンケートの結果、前回調査と比較して全体としてあまり変動は見られませんでしたが、コ

ロナ禍の活動の影響が多少やわらいだ感がありました。前回と同様に卒業生のほとんどの方が

地域で広範囲にわたり活動をされておられます。

　集めてまとめたことを、今度はこれを見られた方がこの報告書を「生かす」ことにあります。

このアンケートの結果が、在学生そして今後大学での学びや仲間づくりに関心を持つ方にとっ

て大いに活用されることを期待します。
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彦根キャンパスサポートの会　地域活動プロジェクト

　　　　　　１２分野別（プラス参考）の具体的活動項目例

・ 活動分野の１２分類は、今後の比較等も考慮し、草津校で実施されたアンケートの分野と

項目例に準拠して作成しています。

なお、行事等は対象地域の名称に変更しました。

・ 99プラス参考調査：有償活動は、彦根キャンパスの調査項目として追加しました。
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